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研究成果の概要（和文）： 
	
 造船所における作業安全に関するリスク解析手法の開発について以下を考察した。 
１）労働災害データベースの構築と解析から作業および不安全行動との因果関係を抽出し，発
生状況の環境状態や損失の程度について把握した。 
２）造船工場での IE(Industrial Engineering)に基づく作業観測による不安全行動・作業や不
安全状態の定量化について，携帯情報端末(PDA, Personal Digital Assistant)を用いたシステム
開発を行った。 
３）工程を模擬した工場モックアップにより歩行実験を行い，身体の不安定状態を把握した。 
	
 以上を適用した安全改善の検討として切断工程の定盤上作業について検討した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We have promoted the study for development of methodology of risk analysis and 
evaluation of safety improvement for occupational safety at shipyard, taking the following 
steps. 
1) We construct a database on occupational accidents and analyze that, some causal 
relationships with a work element and its unsafe behavior could be extracted.  The 
environmental factors and loss degrees concerning these relationships could be grasped. 
2) We develop the system on quantification for unsafe behaviors on works by work study 
using Personal Digital Assistant (PDA). 
3) The walking experimentation by mock-up test was carried out to grasp some factors of 
instability of human body on walking. 
  We have applied above these steps to the works on surface plate in the cutting process to 
consider a safety improvement for occupational safety. 
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１．研究開始当初の背景 
	
 産業界での労働災害の発生状況について
述べると，全産業での働災害は労働安全法の
昭和４７年の制定以来急速に減少したが，そ
の後減少傾向は続いているが労働災害によ
る死亡者数は 1620 人上っており，また一時
期に３人以上が犠牲となる重大災害が大幅
に増加している傾向にある。また，建設関連
の産業においては以前に比べ減少したとは
いえ，他の業種と比較して死亡災害の発生率
は依然として高い状況が続いており，中でも
造船所においては労働災害度数率について
述べると，ここ数年の増加傾向に転じており，
さらには同種事故も頻発している傾向にあ
り，労働災害への安全改善を必要としている。 
	
 また「災害の原因」については，本人の不
注意が主であり，「災害の防止対策」として
は，教育・指導の徹底，注意の徹底とあり，
災害は本人に起因して本人に注意を求める
という報告が多く，具体的な対策にフィード
バックされず，同種の事故が繰り返し起こる
ことの要因の一つとなっているものと考え
られる。このため危険に対する作業者の危険
要因への感受性の向上やヒューマンファク
ターを考慮した設備・工程への安全改善を必
要としている。 
	
 さらに，規準・規則の動向について述べる
と，英国では安全衛生庁(HSE; Health and 
safety executive)を主導としたリスクアセス
メントを先駆的に推進しており，労働衛生安
全 評 価 シ リ ー ズ (OHSAS18001; 
Occupational Health and Safety 
Assessment Series) や ILO(International 
Labor Organization)の ガイドラインにおい
ても，近年では労働安全でのリスクアセスメ
ントやリスクマネージメントの重要性が指
摘されている。これらを受けて，我が国にお
いても平成１７年に改正労働衛生法が制定
され，労働災害の未然防止を目的としたリス
クアセスメントの実施とその結果に基づい
た安全対策や是正処置の実施について産業
界に働きかけるように変化しつつあり，造船
業においても労働災害へのリスク評価への
対応が必要である。 
	
 労働災害の社会的・経済的インパクトや人
的・物的損失のインパクトが大きく，作業時
の労働者の安全確保は，産業を維持，継承，
持続的に発展させるための重要課題である。 
 
２．研究の目的 
	
 安全管理の現場では，一般に安全管理は難
しく，災害事故の軽減はどこから手を付けて 
良いのかが難しいという声や，安全について
の教育を行うが教育の効果が不明であると
いう声，また安全第一とは考えるが作業の能
率を優先せざるを得ないという声は，工場の
安全担当者から良く聞かれる言葉である。 

	
 本研究では，造船所での作業時の作業安全
の向上に資する労働災害リスクの評価と軽
減を目的として理論的な分析と合理的対策
について研究を進めるが，造船所の現場の安
全担当者にとっても使いやすく効果の高い
方法への検討や，作業分析によるムダの排除
からさらには安全の向上へ展開できる作業
改善について検討を進める。 
	
 研究では大きく，労働安全に関するリスク
解析手法の開発と，リスクを軽減する改善案
の改善性評価手法の開発の課題を設定し，実
際の造船工場の作業現場への適用を行いな
がら，活用価値の高い方法として検討を進め
ていく。 
 
３．研究の方法 
	
 研究では大きく，労働安全に関するリスク
解析手法の開発と，リスクを軽減する改善案
の改善性評価手法の開発の課題を設定する。	
 
	
 はじめに，労働安全に関するリスク解析手
法の開発について述べると，一般に建設系の
労働災害の発生の原因として，原因の８０％
に上る多くは不安全行動と不安全状態が重
なった時に発生するという報告があるが，ど
の作業にどの程度のリスクがあるのかは明
確にされていない。現状の造船工程での作業
毎のリスクレベルの設定には，作業者の作
業・行動と労働災害について関連付けを行う
ことが考えられ，ここでは過去の災害事例か
らデータベースを構築して定める方法を取
る。また現状での作業観測から不安全状態を
計測することやモックアップによる実験に
よりデータベースのリスクレベルに対して
補完を行う。さらに現場観測とデータベース
のリスク影響を比較することにより，作業に
関するリスク状態を解析して，現状での作業
リスクを顕在化する手法を構築する。	
 
	
 さらに，リスクを軽減する改善案の改善性
評価手法について，	
 改善案の作成を行い，
対策実行の前後の作業者の作業・行動を作業
観測を基にして量的に不安全行動や不安全
状態を顕在化する。また，モックアップ実験
により不安全状態の発生の軽減策について
検討を行う。	
 
	
 
４．研究成果	
 
	
 造船所における作業安全に関するリスク
解析手法の開発について，大きく次の三項目
を設定し研究を進めた。 
１）作業シーンあるいは作業状態に関連した
不安全行動や不安全状態に進展する不安全
要因毎のリスクレベルの設定；労働災害デー
タベースの構築を進め，データベースを解析
することにより作業および不安全行動との
因果関係の抽出を行い，発生状況の環境状態
や損失の程度について項目を設定した。なお，
労働災害データベース構築には，日本造船工



業会の取り纏めにより毎年発行されている
「休業災害（含む死亡）報告書」を用いた。
また実際の造船所においても協力を頂き，蓄
積されている労働災害についてのデータに
ついて資料収集と事故事象の分析を行った。 
２）造船工場での作業観測による不安全行
動・作業や不安全状態の定量化の検討；現状
の作業の不安全状態の顕在化・定量化につい
ては，IE(Industrial Engineering)による作
業観測方法を適用し，観測時点での作業とそ
の作業の不安全行動・状態の入力を同時に行
うことにより，これらの関連性を把握する作
業・安全観測法の構築を進めた。観測データ
の入力と処理を容易にするための携帯情報
端末(PDA, Personal Digital Assistant)を用
いたツール構築を行いシステム開発を行っ
た。このツールを用いて実際の造船所での切
断，曲げ，小組立，大組立の各工程において
作業・安全観測を行いツールの検証を行った。
これらを用いてリスクアセスメントについ
て検討を進めた。 
３）工場モックアップによる安全改善の検
討；作業・安全観測によると，切断工程では
NC コンベア上での歩行に安全上の問題が検
出された。このため，実験室内にモックアッ
プの製作を行い，これを基にして歩行実験を
行い，身体の不安定状態から，カオス解析を
用いた安全改善の検討を行った。 
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